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【特集】いろいろな人が声を上げることができる地域をめざす

インドの

インド、マハラシュトラ州ボルガー村

（＊） マハラシュトラ州には47の少数先住民族のグループがあり、人口の約9～10％を占める。SATHIの活動地域では、主にビー
ル、カトカリと呼ばれる人たちが住んでいる。

上：森の恵みに感謝しつつ、さまざまな食物について学ぶ
左下：離乳食を始める赤ちゃんと母親（栄養指導の集まりにて）
右下：村の女性たちとスワプニルさん（右端）

ラジャスタン州

マハラシュトラ州

インド中西部のマハラシュトラ州の山間部で活
動しています。住民のほとんどが少数民族（＊）で
す。多数派のヒンドゥー教徒ではなく、独自の言
語や文化を持ち、長らく域外の人とあまり交流を
持たず暮らしてきました。現金収入が必要となっ
た現在は、7月から10月頃までは米を作り、それ
以外は季節労働者として都市に出稼ぎに行きます。

小学校はありますが、上の学校は遠くまで行か
なければならず、中退率は高いです。法律上女性
は18歳以上でないと結婚できないのですが、それ
より若く結婚する女の子たちもいます。

科学的に望ましくない慣習も残っています。妊
婦は、米、卵、牛乳など白い食べ物は避けるよう
に伝統療法士から教えられることがあります。貧
血改善のための鉄剤を服用すると胎児が大きくな
りすぎて流産してしまうと信じている人もいます。

経済的に困窮していること、社会的に差別され
ていること、十分に教育が受けられず知識や情報
が不足していることなど、保健医療が人びとの手
に届くためにはいくつもの障壁があります。

活動する地域の状況を教えてください。
私が所属するS

サ テ ィ

ATHIは、この地域で20年以上、
住民に保健の知識やスキルを提供してきました。
ある村では、読み書きのできない女性が、家庭で
できる下痢の対処方法を学び、その知識を周りの
人たちに広めました。交通費も治療費もかかるた
め、病院に行くのを諦めることがしばしばだった
人たちにとって、自分たちで対処できるようになっ
たのはとても大きな改善です。

でもS
サ テ ィ

ATHIの活動は、セルフケアのための知
識やスキルの提供にとどまりません。本来人びと
が持っている、健康的な生活を送ることができる
権利を守るための公的な仕組みが必要です。

インド政府は新たな政策として、診療所や病院
の充実と、それを監督する役目を持つ住民によ
る地域保健委員会の設置を打ち出しています。
SATHIは、地域保健委員会がその役割を果たせ
るように、能力強化のための支援をしています。

一方、目に見えるモノを優先しがちな行政や政
治家に対しては、住民のニーズをきちんと把握し
て適切に予算を使うように働きかけます。

私たちが必要と考えるのは、単発的な貧血検査
キャンペーンではなく、誰でもいつでも検査を受
けることができる制度を整備することです。

どんな活動をしているのですか？

スワプニルさんにインタビュー

国際研修に参加した人たちから学びの輪が広がっています。北インドでは、参加型手法を取り入れた若
手NGO職員対象の研修会が2023年から行われています。「これが参加型研修！とようやく自信をもって
話せるようになった」と語るスワプニルさんに、5月13日、オンラインで聞きました。（柴田・平田・林）

1991年生まれ。大学院でソーシャルワークを
学び、社会開発団体で働き始める。現在の所属
団体S

サティ

ATHI（仲間の意味）に2019年入職。

Swapnil Sadashiv Vyavahare
スワプニル・サダシブ・ヴャヴァハール

2023年10月 第1回北インド研修に参加
2024年 8月- 9月 AHI国際研修に参加
2024年11月 第2回北インド研修運営を担当

＜スワプニルさん研修参加の足どり＞

北インド研修は、2019年の国際研修参加者が発案
しAHI職員と企画立案の交信を重ね、2023年に実現。

とことん
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公的医療機関での治療は無料。しかし施設が少ないこ
とや、都市部に偏っていることから、民間の医療機関
に頼らざるを得ない。また公的健康保険は、公務員な
ど一部の対象に限られており、カバー率は人口の1割
に満たない。農山村部の貧困層にとって保健医療を受
けることはハードルが高く負担が大きい。

◆インドの医療事情と制度

通称モディ・ケアと呼ばれる新たな政策が2019年に
打ち出された。①第一次医療施設の機能拡充と、その
チェック機能を持つ地域保健委員会の設置②貧困世帯
向けの医療費給付制度の導入が主要点だが、まだ大き
な進展は見られない。

◆政府の新たな施策

ボルガ―村の地域保健委員会

参加型で活動を行うことは、誰もが保健医療を
受けることができる公平な社会を作り出すことだ
と思います。それは、誰かが取り残されることな
く参加でき、誰もが自分の意見を言える社会です。

地域保健委員会は、低カースト・少数民族・女
性・子どもなど、今まで声を上げられなかった多
様な人びとから構成されているか、その人たちは
発言できているか、私はそういったことにより一
層意識を向けるようになりました。

少し前にNGO職員を対象にした2日間の研修を
実施したのですが、その際、参加者の声を聴くこ
とを重視しました。参加者には初めての講義形式
ではない研修でした。自分の発言に耳を傾けても
らえること、互いに経験を語ることをとても喜び、
楽しんでいました。

私が支援している地域で、こんなこともありま
した。ある村で健康問題を話し合っている時、生

まず一つには、人びとが自分の権利を知るとい
うことです。少数民族の人たちは、受けられるは
ずの公共の保健医療サービスを受けることができ
ていません。必要な情報は州の公用語で書かれて
いるため、それを得ることも必要な書類を準備す
ることも容易ではありません。経済的にも貧しく、
小学校しか出ていない人びとは、「仕方がない」
と諦めてしまうことが少なくありません。そんな
中、自分たちでできることは対応し、できないこ
とは権利として訴えていくように支援しています。

二つには、声を上げにくい人が「取り残されな
い」ようにすることです。政府は、地域保健委員
会のメンバーを、50％は女性から、33％は低カー
ストや少数民族などから選ぶよう推奨しています。
しかし実際はそうでない村も多いですし、メンバー
になっても発言できないこともあります。差別さ
れてきた人たちが、大勢の前で発言できるように
なるには時間がかかります。S

サ テ ィ

ATHIでは全員の
意見を引き出すための研修も行っています。

AHIの国際研修に参加して「参加型研修につ
いてよくわかっていなかった」と実感しました。
ようやく、自分なりの考えを持てるようになりま
した。私が大切だと考えることが二つあります。
一つは、参加者の経験を活かすこと。そうするこ
とで、自分自身の経験がどういう意味を持ってい
るのか考えることができ、新たに気づくこともあ
ります。もう一つは、全員が理解しているという
ことを確かめながら進めることです。国際研修で
は、”Are we on the same page?”（みんな同じと
ころにいる？）を合言葉にしていました。

研修のコーディネーターは、参加者と密にコミュ
ニケーションを取り、十分に準備することが重要
です。研修の目的を明確にし、それに沿った経験
を持つ参加者を慎重に選ぶ必要があります。そし
て、その経験や得意分野をしっかり把握しなけれ
ばなりません。

活動において何を大事にしていますか？ それはまさに、多様な人びとが参加で
きる場をつくるということですね。今

「参加型研修」をどう考えていますか？

「参加型」研修についての考え方が変
化したことで日常的な活動も変わりま
したか？

第２回北インド研修で印象的だった
ことは何ですか？

二人の参加者と協力して「保健活動における住
民の参加」というセッションを行いました。二人
とも、住民とともに保健活動を推進したり、地域
保健委員会を支援した経験を持っていて、適役だ
と思いました。

私は二人とセッションの目的や進め方について、
時間をかけて話し合いました。

当日は、二人がみんなの前に立って進行役を務
めました。二人にとってこれは初めての経験でし
た。他の参加者にとっては理解しにくい場面もあ
りましたが、終了後、とても楽しかったし充実し
ていたとそれぞれに語っていました。

参加型の基本である「参加者の経験に基づくも
の」にできたと思います。

左・右上：第2回北インド研修の様子
右下：研修会場。ラジャスタン州の州都近郊にある、NGOが
運営する学校の施設を借りて実施した
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穏やかな口調のスワプニルさんでしたが、「健康
は全ての人が持つ権利です！」と繰り返されるこの
言葉には強い信念を感じました。北インド研修では
参加者に進行役を任せ、手を出したい気持ちをぐっ
とこらえ、和気藹々と話し合う参加者を傍で温かく
見守るスワプニルさんの様子が目に浮かびます。
その通り！誰だって楽しいことはいつまでも心に

残ります。心に残るから、「やってみようかな？」
と行動へ移っていくのではないでしょうか。「楽し
かった！」という参加者が、「この楽しさをおすそ
分けしよう！」と、ここから学びの輪が広がってい
くのでは？北インドの動きに目が離せません！！！

（柴田）

AHIでの学びの輪を足元で拡げていくスワプニル
さんへの深掘りインタビューは如何でしたか？読者

の皆さんは、足元の固い土を耕し続ける、こうした
アジアのワーカーをサポートするAHIを支える方
たちです。
私とAHIとの出会いは、1993年夏のスリランカ

生活体験ツアーです。中でもスラム街のホームステ
イ先で見たガラスの破片を突き刺した高い塀に囲ま
れた邸宅と、8月6日にヒロシマを祈る集会は強烈
な出会いでした。
＜核兵器は現在9ヶ国で12,340発。憲法と安保の板
挟みで核兵器禁止条約に声をあげない日本国＞＜国
民皆保険制度も1961年に。隣国の戦争特需から始
まり、公害=自然破壊の上の高度成長の結果のもの＞
さて参加型研修やインクルーシブ等が気になられ

たアナタ、是非深掘りしてみてください。私はとい
うと前回の会報をもって、地元のインド料理店へ、
今万博で流行のビリヤニに出会いに。 （平田）

2024年11月28日、ボルガー村で、スワ
プニルさんたちが支援している地域保健委員
会の様子を見学しました。写真左は村議会の
議長、右はソーシャルワーカー。この地域保
健委員会の中心的な存在です。
委員会は午前11時から４時間ぶっ通しで
行われました。昼食をとらない習慣のこの地
域の人たちは平気ですが、私はおなかペコペコ。
最寄りの診療所がきちんと運営されている
か監視するという委員会のもともとの役割を
超えて、多様な課題を話し合っていることに
驚きました。
地域の排水溝をつくる段取りを話し
合ったり、栄養指導員の「センターに
電気がない」という訴えを受け、即座
に「村が所有する予備の太陽光パネル
を融通しましょう」と決めたり。高校
生が提案した「共同の生ごみコンポス
ト」の件も数ヶ月間議論しているとの
こと。この日設置する場所の選定を始
めることになりました。
（職員　髙田弥生）

みんな笑顔で閉講式

徒の代表が、自分が通っている学校にある浄水の
設備が壊れていていると発言しました。今までは、
地域保健委員会に生徒代表は参加していなかった
ので、このようなことが議論にあがることはあり
ませんでした。またたとえ生徒代表が参加してい
たとしても、「何か問題はありますか？」とこち
らから聞くことはなかったと思います。

私が22～23歳の頃に亡くなった父の影響だと思
います。教師の仕事のかたわら、地域のために一
生懸命力を注いでいました。いつも弱い立場の人
たちのことを視野に入れ、誰とでも分け隔てなく
接する人でした。
「人びととともに」「人びとのために」働くこと

がいかに価値あることか、父が教えてくれました。

ところで、今のような仕事をしたいと
思ったのはなぜですか？

＜インタビューを終えて＞

このお二
人に見覚

えありま
せんか？

委員会の様子

スパイスの効いたスナッ

ク菓子？を混ぜたごは

ん。会合が終わってやっ

といただけました。

今年のカードは
ボルガー村の
人たちの熱気
とともに

賛助会員の皆さん
AHIを支えてくださる

お届けします。
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遺贈寄付
託された想い、気持ち

近年、遺贈寄付という言葉を
よく耳にするようになりまし
た。遺贈寄付とは、法的に効力
を持つ遺言書で特定の個人や団
体を指定し、遺産を無償で贈る
ことを指します。相続する子ど
もがいない世帯や、単身世帯の
増加が一因ではあるものの、「自
分亡き後、想いを後世につなげ
たい」と考える方が増えている
のではないでしょうか。
AHIでは4月12日に「想いを

伝える遺言書講座」を開催。50
代から80代まで15名の参加が
ありました。受講者を含む4名
の方にインタビューしました。

武田さん
80代　AHI会員・ボランティア
だんだんと自分亡き後の心配を
する年齢となり、「遺言書を書
いておかねば！」という心境。
遺贈寄付については節税になる
等、気にはなる。今は情報収集
の時期かな。

森さん　
50代　AHI会員・元職員

「英語力を活かせる福祉の仕事
に就きたい」そんな私にとっ
てAHIは念願の職場でした。
沢山の学びを得て、私の土台と
なっています。まだ自分の終活
など実感がわかないのですが、
AHIに恩返しの意味で遺贈寄
付をしようと考えています。今
の私は障害を持ち、ヘルパーさ
んの助けなくしては生活できな
い状況。こんな風に支え合っ
て、助け合える社会っていい世
界だよ。そんな想いを後世に伝
えることができたら‥。

服部さん　
60代　住職・高校非常勤講師
親のいとこから遺言の内容を実

自立と地域の環境を守るサポー
トをしてほしい。その実現に向
けたプロセス、手法は様々で
しょうが、もっと告発的であっ
てもよいのではないかしら。現
状何が起きているのかを見える
化しないと伝わらないことって
あると思うのです。

「想いを伝える遺言講座」講
師平良一器さんに昨今の相続
事情をお伺いしました。

司法書士　平良さん
遺贈寄付が身近になってきた要
因として、2015年の相続税法改
製が関係していると思います。
課税対象額が下がり、対象者が
増えたため節税対策としても一
般的に語られるようになりまし
た。遺言書は残された大切な家
族が故人の想いを知り、笑顔で
いるためにも大事なもの。ただ
近年はインターネット上の玉石
混交な情報に惑わされ、本筋に
沿わない解釈をしてしまう場面
が散見されます。正しい知識を
もとに想いが伝わる遺言書を用
意されることをお薦めします。

私が若かりし頃、人の死につい
て語ることはタブー視され、終
活なんて言葉は考えも及びませ
んでした。
自分亡き後、財産をどう活かす
か‥みなさんの想いをうかがう
ことができる時代となりまし
た。自分のためだけに面白おか
しく生きている私にとって、今
回のインタビューが遺贈という
ワクにとどまらず、自分自身の
生きる姿勢を振り返る機会にな
るとは…。遺したいモノは人そ
れぞれ。あなたは後世に何を遺
したいですか？

現するための遺言執行者に任命
され、4年前AHIへの遺贈寄付
の手続きをしました。実際の手
続きはほぼ税理士と信託銀行が
進めてくれたのですが、寄付の
使い道にあたる「故人が指定し
た目的」が必要であるため、そ
の記載のある箇所を探すのに苦
労しました。そこには「アジア
の健康の増進のために使ってほ
しい」と書かれておりました。
故人の想いがかなったと思いま
す。

「遺贈・・」まあ私には縁のな
いことですがね（笑）

坂本さん　
80代　AHI会員・元自治体職員

「自然と共存する生活環境を維
持したい」現役時代、そんな夢
を抱き、環境の取り組みを学ぶ
ため、海外を視察しました。そ
の情報収集の折、AHI を知り
ました。会報アジアの子ども

「紅茶畑のラーニ」や、川原先
生のネパールでの皮膚がんの女
性との出会いのストーリーに自
分の想いや行動と重なる部分が
多く、深く共感し、会員となり
ました。仕事が好きで定年まで
勤めあげ、父の財産を相続。そ
の一部をAHIに寄付。お陰で
弟妹を含む３人の相続税を抑え
ることができました。
私は生来、自分のためだけに面
白おかしく暮らしたり、物に執
着したりすることが好きではあ
りません。お金は自分一人で使
わなくてもいいのです。今は週
３回、ビオトープの維持管理に
勤しむ日々。

自然の恵みの中で、穏やかに暮
らす権利を守りたい。世界の自
然を守りたい。
AHIにはこれからもアジアの

File 2

取材/編集委員 井田

（河）海外旅行にはよく行かれ
ますか？
（柳）海外に行くようになった
きっかけは、こんなに簡単に行
けるんだ、と気づいたことです。
大学2年生のときにまずシンガ
ポールへ行き、その後大学4年
間で17か国を訪れ、価値観や文
化の違いを知ることができまし
た。英語は得意ではありません
が、気合で乗り切っています。

（河）AHIを知ったきっかけ
は？
（柳）大学1年生のとき、日進
市の議員インターンを通じて、
AHIを知りました。
病院実習などでなかなか時間が
取れなかったのですが、大学4
年生の時にようやくAHI のイ
ンターンに挑戦できました。

（河）インターンとしてどんな
取り組みを？
（柳）7ヶ月にわたって国際研
修や学校への出前授業のお手伝
いや広報活動に取り組みました。
　国際研修で特に印象に残った
のは、都市部への人口流出によっ
て、地方の高齢者孤立世帯が増
加しているという課題です。日
本では社会保障が充実していま
すが、すべての国で同様のサー
ビスがあるわけではありませ
ん。国際研修を通してアジア各
国の状況を学び、行政サービス
に頼らず、地域住民を巻き込む
ことの重要性を実感しました。

（河）インターンやボランティ
アを考えている人にひと言。
（柳）NGOの活動の裏側には、
寄付者やボランティアで支えて
くれる方の貢献があります。そ
の人たちとの出会いが非常に面
白いと思います。多種多様な出
会いがあるのは、インターンの
大きな特権だと思います。

柳原さんは、大学で救命救急学
を専攻、目下卒業待機中。最近
は野党代表への政策提言にも活
動を広げているそうです。明る
い雰囲気の中にも信念を感じる
インタビューでした。筆者も軽
い気持ちでAHIの活動に参加
し、普段出会わないようなすて
きな人々との出会いに大きな刺
激を受けています。皆さんもぜ
ひ一歩踏み出してみてください。

取
材
ノ
ー
ト

編
集
委
員
の

職員、ボランティアやインターン生、
会員など、いろいろな形で AHI の
活動は支えられています。どんな人
たちが支えているのだろう──そん
な疑問が湧きました。
今回は、AHI の活動を支える人たち
を身近に感じてもらうためのインタ
ビューを行いました。
お話を聞くのは、昨年の AHI イン
ターン生の柳原琢

たく

馬
ま

さんです。柳原
さんは海外に関心を持ち、学業の合
間を縫って世界を旅するバイタリティ
あふれる方です。筆者も旅行が趣味
なので、インタビューの合間に旅行
の話題で大いに盛り上がりました。

柳原さん（左）とネパールの研修生ヒマルさん

支援者に会う、聞く
File 1

取材/編集委員 河添

（河）インターン活動で得た学
びは？
（柳）AHI では病院を増やす
のではなく、まず健康でいられ
る環境をつくるために保健ワー
カーを育成する取り組みをして
います。
　今回の活動経験から、日本は
医療にアクセスしやすいがゆえ
の課題があると感じました。日
本では体調が悪くなると「病院
に行くのが当たり前」という発
想が強い一方、途上国では医療
機関へのアクセスが困難なため

「まずはセルフケア」という文
化が根づいています。
　双方に長所と短所があり、日
本では健康維持の意識低下や、
医療機関への安易な受診が社会
保障費増大につながる問題があ
ると気づきました。
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事務局の活動
（2024年12月～2025年6月）

◇人材育成事業
【国際】〈国際研修〉 準備会合 6/13・14、27・28
〈協働事業〉 協働団体（インド）との会合　4/4・15
協働団体（フィリピン）との会合　4/2
〈元研修生対象のオンライン勉強会〉 活動計画実施
報告会1/18参加者23名、1/25参加者7名
勉強会「参加型研修の作り方」4/5参加者13名
【国内】〈『学ぶことは変わること』オンライン読書会〉
1月-6月計5回開催　参加者計45名
〈講師派遣〉 中京大学12月-1月・4月-6月、椙山女学園
大学12/6、愛知県立南高校12/9、日進市立北小学校
12/18、ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成
事業1/24、みんなの SDGs セミナー1/30、愛知県立
大学4/28、みよし市立南中学校国際福祉委員会5/15　
〈その他〉 想いを伝える遺言書講座4/12参加者15名、
長崎被爆体験（語り継ぎ）を聴く会（太田智恵子さん講
師）5/9参加者10名

◇アドボカシー・賛同署名
ミャンマー関連 12/18、3/29、5/22  ガザ関連3/27

◇サポーターとの協働
〈ボランティア〉 事務作業、発行物発送、出前講座等の
べ約110名 〈インターン〉 SOMPO環境財団インターン
生愛知グループ合宿　2/21-22 計10名 〈会報編集委員
会〉 ボランティア7名　編集会議10回 〈その他〉 小学校
への出前講座中間振り返り会12/13、イベントを考え
る話し合い5/24

◇サポーターへの情報発信・広報
〈情報発信〉 会報冬号発行2/1、メルマガ毎月10日前後
発行、ブログ・FB・インスタ随時発信 〈AHI紹介講
座〉 初めて始めて講座計44名 〈オープンボランティア
デー〉 2/8 参加者4名 〈イベント出展〉 ぼらマッチなご
や12/7、国際協力カレッジ12/14、愛知淑徳大学コラ
ボメッセ12/15、（社福）あじさいの会コンサート6/28

（AHIサポートグループ「アジアの子」による）

◇来館
　ドットジェイピーインターン生2/7、フィリピン医師　

4/9（日本緩和医療学会による招請）

◇理事・評議員会
　理事会12/13、3/8、5/28、理事と職員との事業計画

会合1月29日、2月8日、評議員会3/18、6/13

＼ハイライト！／
2024年国際研修が終わったあともいろいろありました

2/21～22　SOMPO 環境財団のインターン生が合宿を
企画。産地からの距離を意識して食材を買い出し。夕食
も作りました。

読者のひろば

紙 面 で紙 面 で

おしゃべりおしゃべり
テーマに合わせたメッセージを募集します。
この紙面でいろんな人とつながることが
できたら面白いと思いませんか？

この会報の読者をはじめAHIとつながりのある人
どなたでもお気軽に投稿ください。
今回は会報を作っている編集委員を
中心に「すきな言葉」を集めました。
次回はぜひあなたのメッセージを

お聞かせください。

今回のテーマ

『すきな言葉はなんですか？』

「ぼちぼち行こか」

「いずれわかるわ」

今日が人生で一番若い日です

「北風と太陽」
人が自ら動く、そのかたわらに在れたらいいな。
大学選択、AHIとの出会い、キャリア支援、「人
が自ら動くって？」ふと気づくと同じテーマを
追いかけてきた不思議。／編集委員K

この意味深な言葉。四つか五つの私がまねした母の
口癖。親戚が集まる席でタイミングよく言ったので
みんなで大笑いしたと、それから40年以上経った母
の葬儀のとき従姉から聞きました。記憶はないけど
大事にしたい思い出です。／職員か

「
私
は
だ
れ
？

私
た
ち
は
だ
れ
？
」

﹁
熱
い
心
と
冷
た
い
頭
を
も
て
﹂

「
温
故
知
新
」 カ

ッ
と
し
た
時
こ
そ
、
冷
静
に

思
考
で
き
る
人
に
な
り
た
い
。

／
三
人
の
息
子
に
日
々
鍛
え
ら

れ
る
40
代
主
婦

／
平
田

国際研修に27件の応募あり。書類選考後オンラインイ
ンタビューを経て5月末に参加者決定。

次のテーマも

『すきな言葉は何ですか？』
【投稿内容】
・すきな言葉
・エピソード（好きな理由など）
・お名前（ペンネーム、イニシャルなどもOK）
（その他、会報の感想やAHIへのメッセージ等
添えていただけると嬉しいです）
【投稿方法】
・ はがき、FAX、E-Mail（裏表紙に

あります） あるいはこちらから▶

締め切り：2025年12月31日

ス
ワ
プ
ニ
ル
さ
ん
の
言
葉
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
」
を
聞
き
な
が
ら
、
娘
の
通
っ
た
小
学
校

で
あ
っ
た
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
授
業
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
自
分
の
家
族
や
地
域
社
会
に
お

け
る
「
自
身
の
役
割
や
責
任
」
に
つ
い
て
学

び
、「
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
他
者

を
思
い
や
り
受
け
入
れ
る
気
持
ち
が
大
切
」

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
ま
た
改
め
て
心
に
留
め
た

い
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。
／
若
葉
マ
ー
ク
の

編
集
委
員
Ｓ

誰もが自分のペースで、自分らしく歩んで行けるといいな
と思います。私とあなたのペースは違うけれど、あなたの
その感じもいいよね、という会話が自然に生まれる社会を
望んでいます。／編集委員H

「
見
え
る
ま
で
考
え
る
」

今
ま
で
に
な
い
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
仕
事

を
や
り
遂
げ
た
と
き
、
初
め
て
こ
の
言

葉
の
意
味
が
ス
ト
ン
と
胸
に
響
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
の
私
の
好
き
な
言
葉
。

／
編
集
委
員
Ⅰ

よく見るYouTuberがよく口にす
るこの言葉は、新しいことに挑戦
する勇気を与えてくれます。確か
に「もう遅いかも…」と感じるこ
ともありますが、行動しなかった
後悔以上に「始めるのが遅すぎる」
ということはありません。
／編集委員か

事務局通信通信

◆協働事業
2018年度で実質的に終了したフィリピンの団体
INAM との協働事業の終了報告書がコロナ禍等
の諸事情から遅れていましたが、今年4月に届き、
4月5日にオンライン会合を持ち現状を聞きまし
た。育成した保健ボランティアの多くがその後活
動を継続していないものの、一方で政府保健局の
支援を得て新規に人材育成事業の計画があるとの
こと。AHI との協働事業の実績が新しい可能性
につながりました。
◆新たな形を模索中
コロナ禍後も事務局態勢が整わないことから、例
年体育の日におこなっていたオープンハウスを休
止していましたが、今年度規模を縮小し9月28日
に実施することとしました。様々な人が交流し、
AHI を体験的に知っていただけるイベントとし
て新たな形を探っていきたいと思います。
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テーマ：参加型アプローチによる住民エンパワメント 
～持続的なコミュニティづくりのために～

2025年度国際研修参加者

①名前（ニックネーム）　②団体名　③活動内容

期間：2025年８月25日～９月28日

編 集 後 記
日本を離れて生活し始めました。ハプニングの連続ですが、
いろんな出会いに助けられています。次号、みなさまからの
メッセージをお待ちしています。紙面での出会いに期待大！
� （H）

転居しました。道に迷ったりこれまでの知識が通用せず、ご
当地情報を知っていく新鮮な毎日。会報では去年の国際研修
でお会いしたスワプニルさんがさらに先へ進んでいたり、遺
贈の話から「私は？」と自問したり。新しい世界との出会い
でした。� （K）

メルマガ・Facebook・Instagram　でボランティア・イベント情報・団体近況など、AHIのいまを発信しています。
ウェブサイト（https://ahi-japan.jp/）からぜひご登録・フォローをおねがいします。

TEL：0561-73-1950　FAX：0561-73-1990　Email：info@ahi-japan.jp　　〒470-0111 愛知県日進市米野木町南山987-30

発行所：公益財団法人 アジア保健研修所(ＡＨＩ)　発行編集責任者：斉藤尚文　編集・執筆：会報編集委員会［井田みのり　稲垣由美子
河添泰祐　岸田美穂　柴田貴子　平田敏　平野直子　林かぐみ（職員）］　AHI事務局

ス
リ
ラ
ン
カ

アシラ・ニロシャーン・ダンデニエガマゲ
（アシ）
スタンドアップ運動
LGBTQ+ の工場労働者を支援する。ハラスメ
ントや暴力などの被害を訴えたり、ケアが必
要な仲間をサポートできるように研修を行っ
ている。

東
テ
ィ
モ
ー
ル

ネルソン・ジョゼ・ファティマ・アルベス
（ネルソン）
認定NPO法人・パルシック
コーヒー農家の生産組合を作り、生産性向上
と人材育成を行いつつ、女性グループによる
子どもの栄養改善活動を支援している。

ラタナ・ウープキング（ノイ）

タイ保健省全国保健委員会事務局
若者の電子タバコや薬物への依存を防ぐため、
学校や地域関係者から成る委員会を組織し、
学校での健康づくりの理念や指針を策定し、
共通認識が持てるようにしている。

パッタリヤ・マリーホム（アォム）

アジア大洋州エイズ協会
アジア大洋州地域で地元NGOと協力して保健
課題を調査し、事業を立案・実施している。

ベ
ト
ナ
ム

ホック・ヴィエット・チャン（ホック）

地域開発支援センター
貧困地域で、住民と保健センターとの連携を
支援し、マラリア・HIV・結核の対策を進め
ている。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

ピジョン・ノンミン（ピジョン）

ドクター・ベイカー福祉協会
貧しい人たちのための糖尿病治療・リハビリ
施設を運営し、治療の継続を支え合うグルー
プづくりを進めている。

ネ
パ
ー
ル

ラル・バハドゥル・マハラ（LB）

意識向上と若者の活動のフォーラム
地域で高齢者が安心して暮らせるようにする
ため、高齢者のグループをつくり、人権啓発
活動や行政への提言活動を支援している。

フ
ィ
リ
ピ
ン

チャリン・シモ・ナドン（ナズ）

子どもの権利のためのタンバヤン・センター
貧困地域で、子ども・若者グループを支援す
る。虐待や性的搾取などへの相談・対応を行っ
ている。

タ
イ

パニット・イップ（パニット）

地域支援グループ
住民グループが森林を管理したり、地方行政
の開発計画に提言したりする活動をサポート
している。

マン・ソッコウン（ソッコウン）

平和のための若者協会
若者のグループづくりをすすめ、環境などの
地域課題に取り組めるようリーダーシップ研
修を行っている。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ジョン・アーロンさん
2016年国際研修参加。
フィリピンのNGOダバオ医科大学プライマリヘ
ルスケア研修所所属

コーディネーター
ご参加くださいどうぞ

14:00-16:00 @日進にぎわい交流館
工作ワークショップ　みんなの未来けんこう図
だれもが健康でいられる社会を大人も子ども（小４以上）も一緒
に考えます。

〈参加費〉1組300円8月
23

＠AHI 〈参加無料〉18:00-19:30
研修生と交流　みんなウェルカムパーティー

8月
30

10:00-17:00 ＠AHI〈予定〉

おーぷんはうす ～まなび・であい・つながる1日～
いろんな人たちとの出会いを通して、楽しく、ちょっとまじめ
にアジアのこと、日本のことを知ったり、考えたり。そんな一
日です。実行委員・当日ボランティアも募集中！

〈参加無料〉9月
28

ご寄付・賛助会員募集中
皆さまからのご寄付・会費は、ＡＨＩが目指す「誰もが尊重され、
健康に暮らせる社会」づくりのための活動に使わせていただい
ています。ご寄付・ご入会の詳細は、こちらのＱＲコードから。


